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エレクトロスプレーデポジション法を用いた
電極上限定塗布

分野：ナノテク・材料 / 電気・電子

キーワード：成膜，パターニング，電子デバイス，エレクトロスプレー，微細加工

エレクトロスプレーデポジション法(ESD法)は，液体に高電圧を印加することでナノサイズの微細

なスプレーを生成し静電気力で液滴を再び基板に引き寄せ材料の堆積を行う成膜手法です．

液滴が帯電する性質を利用することで電極上にだけ特定の材料を堆積させることが可能です．

本研究室では，液晶用配向膜を中心に塗り分け法の研究を行っており，基板上の電界分布を制御

することで電極の内側のみに材料を堆積する方法などを提案しています．

● 簡単な装置で成膜が可能

● 材料が成膜対象にのみ堆積するため材料使用効率が高い

● 成膜対象のパターンニングにエッチングやメタルマスクが不要となりプロセスを簡素化できる

● 材料の選択幅が広い

● 成膜条件を調整することで表面粗さを制御できる

● 複数の電位を用いると電極の内側のみ特定の幅で材料を塗布できる

● 液晶素子だけでなく様々な電子デバイス作製に応用可能

● 電子デバイス以外にも導体上にのみ特定材料を塗布したい場合などに応用可能

図 特定の電極上にのみ材料を成膜することが可能

図 液晶用配向膜のパターニング例
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図 複数の電位を用いると電極上での
塗布幅も制御可能
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